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1.は じ め に

本稿 で は,ヘ ボ ンの 文 法 論 の拠 って立 つ と ころを,西 洋 の文 法 教 養 との 関 連 で

整 理 してみ たい。それは,ヘ ボ ンの 日本 語 研 究 をそ の前 の時代 の 日本語研究 との

関係 で位 置づ けるので はな く,同 時代 の ヨー ロ ッパ 語 学 の 中で 捉 えてみ よ うとす

る もの である。

ヘ ボ ンの文法記 述 は,『 和 英 語 林 集 成 』 第2版(1872)及 び 第3版(1886)の

序 説introductionに お い て見 られ る。 そ の文 法 の枠 組みの 中で,そ れ以 前 の 日本

語 研 究 と異 な る と ころと して,

a.品 詞 ご との説 明 が 「冠 詞article」 か ら始 ま る

b.動 詞 活 用 を3つ に整 理 す る

とい う点 を指 摘 した(金 子1995a,1995b)。 そ う した 整 理 法 が ヘ ボ ン以 前 に も

ないわ けで はない とい う点 を重視 す るな ら,前 代 の もの を引 き継 い だ か らで あ り

問題 とはな らない。 しか し,ホ フマ ンや ブ ラ ウ ン,ア ス トン な どの優 れ た業 績 が

既 にあ り,序 文prefaceで そ の業 績 を高 く評 価 して い る に もかか わ らず(注1),a

やbの よ う な記 述 とな っ て い るの で あ る。 したが って,単 に前 代 の誰 か の枠 組 み

を踏 襲 した ので はな く,0定 の基 準 が あ っ た と考 え る こ とが で きる。 それは1ヘ

ボ ン当時 の文 法 教 養 と関連 づ け るこ とに よって解決 で きるので はないか とい うの

が,本 稿 の趣 旨で あ る。

2.ヘ ボンの受 けた文法教育

まず,ヘ ボ ンが 受 け た文 法教 育 に つ い て確 認 してお く。JamesCurtisHepburn

は,1815年 ペ ンシ ル ヴ ァニ ア州 ミル トンに生 まれ た。 その教育歴 は,次 の よ うで

あ っ た(注2)。 まず 家庭 にお い て主 に母 か ら種 々の教育 を受 けs続 い て生 まれ た 町

ミル トンの ミル トンアカデ ミーMiltonAcademyで 学 校 教 育 を受 け た。 そ の後,

当時 の教 育 制 度 が 十分 で な く,大 学 進 学者 が 少 なか っ た こ と もあ って,1831年16
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歳 で,父 が 卒 業 した プ リ ンス トン大 学PrincetonCollegeの3年 に編 入 した。 た

だ し,ア ジ ア コ レラが 流 行 した こ とか ら大 学 も閉鎖 され,わ ず か1年 半 で 卒 業 。

そ の後,フ ィラデ ル フ ィア のペ ン シル ベ ニ ア大学 の医学部 に籍 を置 き,1836年,

21歳 で 医学 博 士 の 学位 を得 た。

ヘ ボ ンが教育 を受 けた 「アカデ ミー」 とい う学校 は,中 等 教 育 の学 校 で あ り,

ア メ リカ植 民 地 時代 の 主 流 で あ った イギ リスの グラマ ースクールの流 れ を くむ学

校 と,次 の公 立 ハ イ ス クー ルpublichighschoolの 間 に位 置 す る学 校 で あ る(注3)。

ア カ デ ミー の具 体 的 な カ リキ ュ ラム として,フ ィ ラデ ル フ ィ ア の フ ィ リ ッ プス

Phillips兄 弟 に よ って起 こ され た ア カ デ ミーの起草書 をみ る と,

フ ィ リ ップス ・ア カ デ ミー は英 文法 ・ラテ ン文法 ・書方 ・算 数及 び青少年が

普通 に授 け られ てい る科学 を学 ばせ るだ けで な く,さ ら に生 活 の偉 大 な 目的

と実 際 の実務 を学 ばせ る 目的 を以 て,公 立無 月 謝 の学 校 即 ちア カデ ミーの基

礎 をす えよう とす る もの である。 …… さ らにい えば,こ の学 校 の 第 一 の 主 要

な 目的 は真 実 な信仰 と徳 を培 うにあ る。そ して第二 には書方 ・算 数 ・音 楽及

び弁論 と共 に,英 語 ・ラテ ン語 ・ギ リシヤ語 を授 ける にあ り,第 三 は実 用 的

な幾 何 と論 理 と地 理 学 を学 ばせ るにあ り,第 四 に は今 後 機 会 と能 力 が 許 す か

ぎ りその他 の学芸や化 学 や言語 を学 ばせ るにある。(注4)

とあ る よ う に,英 語 や ラ テ ン語 に加 え て 実用 的 な教 育 も目指 してい る。例 えば,

1799年 にお け る教 科 は,「 英 語 ・フ ラ ンス語 ・ラ テ ン語 ・ギ リシャ語 ・地理 ・算

数 ・実用幾何 ・修辞学 ・倫 理学 ・物 理 ・歴 史 ・天文 ・道徳 学 ・自然摂理 」(注5)で

あ っ た。 た だ し,そ の 「古 典 部classicaldepartment」 の カ リキ ュ ラ ム は,ボ ス

トン ラテ ン学 校BostonLatinSchoo1と 同 じで あ って,エ クセ ター の フ ィ リ ッフ.

ス ・ア カ デ ミーPhillipsExeterAcademyに お け る1788-1838年 間 の 初 年 度

(FirstYear)科 目 は,

Adam'sLatinGrammar

LiberPrimusorsimilarwork

ViriRomaniorCaesar'sCommentaries

LatinProsody

ExerciseinreadingandmakingLatin

Virgil

Arithmetic

Ancientandmoderngeography(注6)

で あ る。 最 後 の 二 つ を除 け ば全 て ラテ ン語 学習 に関係す る ものであ る。実用 を 目
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指 した学校 とはいっても,い かにラテン語が重要であったかがわかる。ヘボ ンの

受けた教育が同 じカリキュラムであったわけではないが,ヘ ボンが受 けた言語教

育が,第 一・にラテ ン語教育であったことは確かである。

続いて,わ ずか1年 半ではあるが,プ リンス トン大学で教育 を受けている。そ

の中で化学実験の授業 を重視するヘ ボンに対 して,新 任の総長 グリーンAshbel

Greenが 古典の大切 さを訴えた。 グリー ン総長はヘボンを総長室 に呼 び,科 学の

用語が ラテン ・ギ リシャ語起源であるなどの点か ら,古 典軽視が誤 った見解であ

ることを説いた。そのア ドバイスにしたがって,青 年ヘボンは,ラ テ ン ・ギ リシ

ャな らびにヘブライ語を学んだ。

このようにして,ヘ ボンは,ラ テン語 ・ギリシャ語などの古典語教育を受けて

いた と言 える。こうした ことは,当 時一般の学生 にとって当然のことと言 えるが,

ヘボン自身が晩年の回想 において,グ リー ン総長の助言に感謝 している点か らし

て,そ の当然 な古典語教育 を十分 に身につけていたことを確認 してお きたい。

3.ラ テン語文法の動詞記述 とヘボンの動詞活用分類

さ て,ヘ ボ ンが 学 ん だ ラ テ ン語 文 法 と の 関 連 で 「b.動 詞 活 用 を3つ に 整 理 す

る 」 とい う点 に つ い て 考 え て み た い 。 ヘ ボ ン2版 に お け る動 詞 活 用 の 整 理 は,次

の よ う に な っ て い る 。

TheverbsmightbenaturallyarrangedintotwoConjugations,accordingas

therootformofendsiniora;butastherearequiteanumberofverbs

whoserootformsendini,whichtake'theauxilliarysyllableswhithout

change,itisthoughtbettertoclassifytheseintoaseparateconjugation,

thusmakingthree.(2版 序 説p.xx。3版 序 説p.xxも ほ ぼ 同 じ。)

〔私 訳 〕 動 詞 は,語 根 形 がiかeで 終 わ る とい う こ と か ら,二 つ の 活 用 型 に

分 類 す る の が 自然 か も しれ な い 。 しか し,助 動 詞 的 な 言 葉 を取 る と き変 化 せ

ず,語 根 がiの ま ま で あ る 動 詞 が 非 常 に 多 くあ る の で,こ う した もの を 別 の

活 用 型 に分 類 す る の が よ い と考 え た 。 した が っ て 三 つ の 活 用 型 と な る 。

まず 語 根(辞 書 形=連 用 形)の 最 終 母 音 に注 目 し,そ れ をiとeで 終 わ る もの に

分 け て,次 にiの 中 を 二 つ に 分 け る の で あ る(注7)。

語 根 が ①i① 語 根 変 化firstc・njugation(Yo-dann・hataraki)

①"語 根 不 変 化secondconjugation(Kami-ni-dannohataraki)

02ethirdconjugation{Shimo-ni-dannohataraki}

3版 で は 第2活 用 と第3活 用 の 内 容 を そ っ く り入 れ 替 え て 記 述 して い る に もか か
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わ らず,分 類 の 基 本 原 理 は 変 わ っ て い な い 。 こ う した 整 理 法 は,ラ テ ン語 文 法 の

整 理 法 を 忠 実 に 適 用 した もの で あ る と言 え る 。 当 時 の ラ テ ン語 文 法 書 の 代 表 と し

て,イ ー ト ン ・ラ テ ン ・グ ラ マ ー-EtonLatinGrammar({主8)と し て 知 ら れ る 文 法

書 を見 て み よ う。 そ れ に よ る と,動 詞 の 分 類 は,以 下 の よ う に4つ に 分 か れ る 。

VERBShavefourconjugatins,whichareknownafterthismanner:

Thefirstconjugationhathalong,beforereandris:as,amare,amaris.

ThesecondconjugationbathaIong,beforereandris:as,docere,doceris.

THethirdconjugationhatheshort,beforereandris:as,legere,legeris.

Thefourthconjugationbathilong,beforereandris:asaudire,audiris.

ラ テ ン語 文 法 の 常 識 的 な 見 解 で は,動 詞 の 現 在 幹 の 最 終 母 音(幹 母 音)の 差 に よ

っ て 動 詞 を分 類 す る の で あ る 。 こ う した4分 類 の 伝 統 は,か な り古 い も の で あ っ

て,ネ ブ リハ や ア ル バ レ ス の ラ テ ン文 法 に お い て も見 ら れ る(注9)。 ま た,現 代 の

ラ テ ン語 文 法 の 整 理 法 も 同 じで あ る(注lo)。 そ う し た伝 統 的 な 分 類 を 見 る な ら ば,

日本 語 の 動 詞 を,語 幹 末 尾 の 母 音 差 に よ っ て分 類 す る と い う基 準 が 容 易 に 思 い つ

い た もの と考 え られ る 。

さ て,そ う し た ラ テ ン語 の 動 詞 分 類 の 基 準 を用 い た も の と して,当 然 視 野 に 入

る の が キ リ シ タ ン の 文 法 研 究 で あ る 。 と こ ろ が,ヘ ボ ン の 分 析 と キ リ シ タ ン の 分

析 と は 異 な っ て い る 。 ロ ドリ ゲ ス を例 に取 る と,3つ に 分 類 す る と い う点 は 同 じ

だ が,

第 一 種 活 用(下 二 段 ・上 一 段 ・上 二 段)

第 二 種 活 用(四 段)

第 三 種 活 用(ハ 行 四 段)

の3つ に分 類 す る(注11)。 こ う した 分 類 に な る の は,ロ ドリ ゲ ス が 中 世 の 日本 語 動

詞 の 基 本 形(連 用 形)の 末 尾 音 節 を基 準 と した た め で あ る 。 す な わ ち,

第 一一種 活 用 動 詞 語 幹 末 尾 がEで 終 わ る(語 幹 は 「語 根 」 の こ と)

第 二 種 活 用 動 詞 語 幹 末 尾 が1で 終 わ る

第 三 種 活 用 動 詞 語 幹 末 尾 がAI,UI,OIで 終 わ る

と い う分 類 基 準 で あ る(注12)。 第 三 種 を別 立 て した の は,二 重 母 音 と い う特 殊 性 が

あ っ た か ら で あ ろ う 。 ま た,第 一 種 の 中 に は,「 浴 び る」 「見 る 」 な ど が 含 まれ て

い る 。 そ れ は,語 幹 は1で 終 わ る も の の,活 用 の 方 法 が 第 一 種 に 準 ず る か らで あ

る 。

ヘ ボ ン は ロ ド リゲ ス の 第 三 種 に つ い て ,見 出 し と して,初 版 で は 「OMOI,-6,

-ota」
,二 版 で は 「OMOI,-ou,-6ta」,三 版 で は 「OMOI,-OU」 の よ う に 出 し て
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い る。二重母音 とい うことで,他 の動 詞 見 出 しの出 し方 とは異 な ってい るが(注13),

序 説 に お け る整 理 で は第0活 用 型 に所 属 させ て い る。 二 重 母音で終 わ るとい うこ

とよ りも,末 尾 の母 音 を重 視 した こ とに な る。そ う した末尾母音 を分類 の第一基

準 と した場合,上0段 ・上 二段 の動 詞 は,1で 終 わ る動 詞 と して,分 類 され る こ

と とな る。 ヘ ボ ンの動詞活用 の分類 は,ロ ドリゲ ス の成 果 を受 けつ つ も,ラ テ ン

語 で常 識 的 な動 詞 語 幹 末尾 の母音 に よる分類 を適用 した もの なのである。

こ うした分類 は,日 本 語 の枠 組 み に配 慮 して分 類 す る とい うよ りも,ラ テ ン語

の枠 組 み を適 用 す る傾 向 が強 い と言 える。 そ う した点 を,ラ テ ン語 文 法 の機 械 的

な適用 と考 え,ロ ドリゲ ス の分 類 か ら後 退 した と見 るこ ともで きる。 しか し,当

時 の研 究 水 準 や ブ ラ ウ ン と も深 い親交 を結 んでいたヘ ボ ンが,そ う した機 械 的適

用 を した と考 え る には無理 が ある。 む しろ,別 の何 らか の意 図 が あ っ た と考 える

べ きで あろ う。一般 に辞書 の序 説の文法記述が,そ の辞 書 を使 うため,ま た普 通

の読 者 の ため と考 え るな らば,文 法 と して親 しみ やす い ラ テ ン語 文法 に まず は し

たが って分類す る とい うの も,教 育 的 配慮 と して十 分 に考 え られ る。2版 の序 文

で は,序 説 につ い て,次 の よ う な記 述 が あ る。

IntheIntroduction,theauthorhasendeavouredtogiveabriefabstractof

theJapaneseGrammar,withtheespecialobjectofmakingthedictionaryママ
moreintelligable,aswellasofrenderingsomeassistancetothosewhomay

nothaveaccesstomorespecialworksonthissubject.(2版preacep.vi)

〔私 訳 〕 序 説 にお い て は,こ の 辞書 を よ り解 りやす くす るため に,ま た文 法

につ い て よ り専 門 的 な著 作 を手 に入れ られない人へ の補助 として,日 本 語 文

法 の 簡 単 な概 略 を記 す こ とに心 を砕 い た。

この辞書 を使 うため,そ して専 門 的 な知 識 を持 た な い人 のための文法記述で あ る

こ とが伺 える。 その結果が,そ れ まで の 日本 語研 究 と異 な るヘボ ン独 自の動詞分

類 となって現 れた,と 考 え るの が よい だ ろ う。

4ヘ ボンの品詞論 と英語学

ヘボ ンの文法 記述 は,2版 と3版 の序 説introductionで あ るが,動 詞 分類 以 外

に他 の研 究 者 と異 な ってい るのが 最初 に示 した 「a.品 詞 ご との 説 明 が 「冠 詞

article」 か ら始 まる」 点 で あ る。 ヘ ボ ン 自身 は,partsofspeechと かclassifica-

tionofwordsと い っ た 表 現 を使 っ て い な い の で,全 体 の 品詞 分 類 を厳 密 に考 え

て い なか った とも言 える。 しか し,各 見 出 しに は 品詞 名 や他 動 詞 ・自動 詞の 区別

を記 してい るので,一 定程 度 の基 準 が あ った と考 え て よい。第2版 の文 法記 述 で
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は,次 の よ う な 品 詞 区 別 を 認 め る こ と が で き る 。

Article,Noun,Adjective,Pronoun,Verb,Adverbs,Post-Positions,Conjun-

Lions

(冠詞 名 詞 形 容詞 代 名 詞 動 詞 副 詞 後 置詞 接続詞)

第3版 で は,次 の よ うに な る。

Article,Noun,Adjective,Pronoun,Numerals,OrdinalNumbers,Verb,

Adverbs,Post-Positions,Conjunctions

(冠詞 名 詞 形 容 詞 代 名 詞 数 詞 序 数 詞 動 詞.副 詞 後 置 詞 接 続詞)

こ う した分 類 は,全 体 と して見 る と どの 日本 語 研 究者の分類 とも異 な って る。他

との比較 で特徴 的 な点 を挙 げる と,次 の よ うに な る。

① 冠 詞 を説 明 に入れ ている

② 間投詞(感 動 詞)を 説 明 に入 れ て い ない

③ 「形 容 詞 ・代 名詞」 とい う記 述順 であ る

まず冠詞 につい てで あるが,日 本 語 文法 の説 明 で あ る か ら,冠 詞 が無 い とい う事

実 は変 わ らない。 したが って,ヘ ボ ンの記 述 も,

ThereisnoArticleintheJapaneselanguage.(2版Introducutionp.XVI,3

版P.xiv)

とい う簡単 な説 明 で 終 わ りで あ る。 ここで問題 となるのは,こ の 記 述 が 日本 語 の

文 法 体 系 を説 明す るのに無駄 な部分 であ る以上,い っ た い い か な る意 図 の 基 に記

述 され たメ ッセージなのか とい うこ とで ある。 この記述 は,誰 に対 して発 せ られ

た もの で あ ろ うか。 当然 日本語学 習者で あろ う。 ヘボ ンが想 定す る 日本語学 習者

には,「 日本 語 に は冠 詞 が 無 い」 とい う情 報が 有用 なので あ る。 とす るな らば,

冠 詞 が 問題 とな る よ うな言 語 の文法 知識 を持 っている人 とい うこ とになる。 それ

は,英 語 話 者 で あ る。そ こで,英 語 話 者 の文 法 知 識 こ で は 品詞 分類 の知識 を,

考 え てみ よ う。 当時 の 日本 語 研 究 と関連す る と,冠 詞 の あ る言語 と して の オ ラ ン

ダ語 や ドイ ツ語,フ ラ ンス語 の知 識 とい う こ と も問題 になるが,こ こで は そ う し

た言語 の影 響 を考 える必要 はないで あろ う(注!4)。

当 時 の英 文 法 の代 表 と して,ジ ョ ン ソ ン,ウ ェブ ス タ ーの 二 つ の辞 書 の序 説 に

相当す る箇所 の文法記述 と,学 校 文 法 に貢 献 した とされ る,ロ ー ス,プ リー ス ト

レー,マ レー の文 書 を見 て み る と次 の ようになってい る(注15)。

ジ ョン ソ ン1.Aaticle2.NounsSubstantives.3.Adjectives.4.Verv.

ウ ェ ブ ス ター1.Thenameornoun.2.Thepronounorsubstitute.3.The

adjective,attributeorattributive.4.Theverb5.Theadverb6.Thepre-
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position.7.Theconnectiveorconjunction.8.Theexclamationorinterjec-

Lion.

ロ ー ス1.Article2.Substantive,orNoun.3.Pronoun.4.Adjective.5.Verb.

6.Adverb.7.Preposition.8.Conjuntion.9.lnterjection.

プ リー ス ト レ ー1.Nouns,2.Adjectives,3.Pronouns,4.Verbs,5.Adverbs,

6.Prepoositions,7.Conjunctions,8.lnterjections.

マ レ ー1.Article2.Substantive3.Adjective.4.Pronoun.5.Verb.6.Adverb.

7.Preposition.8.Conjuntion.9.lnterjection.

(イ ー ト ン ・ラ テ ン ・ グ ラ マ ー の ラ テ ン 語 品 詞 分 類1.Noun,2.Pronoun,

3.Verb,4.Participle,S.Adverb,6.Conjunction,7.Preposition,

8.lnterjection)

こ れ ら を ま とめ る と,次 の よ う に な る 。

① 冠 詞 か ら始 め る も の ジ ョ ン ソ ン ロ ー ス マ レ ー

② 間 投 詞 を 説 明 に 入 れ て い な い もの ジ ョ ン ソ ン

③ 「形 容 詞 ・代 名 詞 」 と い う記 述 順 の もの プ リ ー ス ト レー マ レ ー

② の 間 投 詞 に つ い て,ジ ョ ン ソ ン の 説 明 に無 い の は,4品 詞 し しか 挙 げ ら れ て い

な い こ と に よ る もの で あ っ て,欠 如 と は 言 い 難 い 。 ま た,間 投 詞 は ヘ ボ ンの 文 法

記 述 に な い もの の,初 版 の 段 階 か ら略 語 表 に,

exlam.〃(=standfor)exclamationorinterjection

と あ っ て,辞 書 中 の 語 の 説 明 に は 登 場 す る 。 し た が っ て,間 投 詞 が 見 られ な い の

は,説 明 を要 しな い 等 の ヘ ボ ン の 判 断 が あ っ た の で は な い か と考 え られ る 。 した

が っ て,② を ヘ ボ ン の 特 徴 と見 な す 必 要 は な い 。

ま た ③ に つ い て は,金 子1995aや 金 子2002で 示 した よ う に,ホ フ マ ン以 降 の 日

本 語 研 究 に お い て,形 容 詞 を動 詞 の 一 類(用 言)と す る 認 識 が 浸 透 した こ と と の

関 係 で,形 容 詞 を代 名 詞 よ り も後 に 説 明 す る傾 向 が 顕 著 な の で,当 時 の 日本 語 研

究 の 主 流 か ら は 外 れ て い る 。 しか し,英 文 法 の 伝 統 に お い て は,い ま だ 形 容 詞 ・

代 名 詞 の 順 が 守 ら れ て い る の で あ る(注16)。

そ こで,① ③ の 特 徴 を重 視 す る と,二 つ に 共 通 し て現 れ る マ レー の 文 法 書 を 念

頭 に 品 詞 分 類 を考 え て い た の で は な い か と推 察 で き る 。 マ レ ー は 規 範 文 典 の 大 成

者 で あ っ て(注17),約200版 を重 ね た 文 法 書 で あ る 。 ヘ ボ ンが そ れ に 則 っ て 文 法 記

述 を行 っ た の は そ れ ほ ど特 異 な こ とで は な い 。 とい う よ り も,ヘ ボ ン 自 身 の 常 識

的 な文 法 枠 組 み は,当 時 の ヘ ボ ンの 辞 書 使 用 者 の 一 般 的 枠 組 み で あ っ て,そ う し

た こ と を 意 識 的 ・無 意 識 的 に前 提 と した の が ヘ ボ ン の 文 法 記 述 だ と い う こ と で あ
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る。そ う したヘ ボ ンの文法枠 の更 なる実態 の解 明 は,今 後 の課 題 と した い 。 た だ

し,マ レー の文 法 枠 組 み をそ っ く り採 用 したので はな く,他 の文 法 記 述 も基 に な

っ て い る の は確 か な よ うで あ る。例 え ば,ヘ ボ ンの 他 動 詞 ・自動 詞 は,transi-

tiveverbとintransitiveverbと な って い るが,マ レー の段 階 で は,ま だverbac-

tiveとverbneuterと す るの が主 流 で あ っ て,用 語 に違 い が 見 られ る。

ヘ ボ ンの 品詞論が他 の 日本語研 究者 のそれ と異 なって いるのは,あ くまで 日本

語 研 究 とい う流 れ の 中 に置 いて比 較 した場合 であ って,英 文 法 の枠 組 み を見 る な

らば,そ れ の適 用 で あ る こ とは明 らか であ る。

5お わ りに

ヘボンの枠組みの特異 な部分が当時のラテン語文法や英文法の影響 によるもの

であることは,あ る意味当然のことであろう。それは誰で も思いつ くことであっ

て,こ とさら述べ立てることではないのか もしれない。 しか し,以 上の考察によ

ってラテン語文法や英文法のいかなる部分が影響 しているのかを,幾 分かは示 し

得 たと思 う。

本稿 で述べたのは,ラ テ ン語や当時の英文法の枠組みが覆い被 さっているとい

う目で見た場合,ヘ ボンの研究がなぜそのような整理法であったのかが,よ り納

得 できる形で受け入れ られるのではないか とい う提案である。そうした観点 を全

面に押 し出 した論考は見 られない ようなので,そ の点に本稿の意味 もあるもの と

考える。 また,他 の 日本語研究者の破綻 と見 られる部分 も,同 時代のラテン語学

や各国語学,ま た比較言語学などとの関係で見直す ことによって,新 たな解釈が

可能なのではないか と考 えるが,こ れ も今後 の課題である。

〈注>

1.2版 序 文prefacep.viに は,

Thosewhomaywishtoextendtheiracquaintancewiththegrammarstillfurther,will

findtheprofoundandphilosophicalworkofJ.J.Hoffman,Phil.Doct.,publishedat

Leidenin1868,tobequiteexhaustiveofthesubject.TheworksofRev.S.R.Grown,

D.D.,andofW.G.Aston,M.A.,willbefoundalsoofmuchuse.と あ る 。3版 で は こ う

し た 言 及 は 削 除 さ れ て い る 。

2、 ヘ ボ ン の 伝 記 に つ い て は,次 の 書 を 参 考 に し た 。

Griffis,WilliamElliot,1913,HepburnofJapan:andhiswifeandhelpmatesalife

storyoftoilforChrist.WestminsterPress.

山 本 秀 焼,1926,『 新 日 本 の 開 拓 者 ゼ ー ・シ ー ・ヘ ボ ン 博 士 』 聚 芳 閣

高 谷 道 男,1986,『 ヘ ボ ン』 新 装 版(人 物 叢 書 日 本 歴 史 学 会 編),吉 川 弘 文 館
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3。 ア メ リ カ の 中等 教 育 の カ リキ ュ ラ ム研 究 は,次 の書 を参 考 に し た。

Leonard,J.Paul,1946,Developingthesecondaryschoolcurriculum.Rinehart&Co.,

NewYork.

倉 沢 剛1985『 米 国 カ リキ ュ ラ ム研 究 史』 風 間 書 房

4.注3倉 沢P.49の 訳 に よ る 。

5.注3倉 沢p.50。
ヤへ

6.¥王3Leonardp.18。

7.firstconjugation等 は ヘ ボ ン に よ る命 名 。 そ の 後 に()で 括 っ て 示 したYo-dann・

hataraki等 は,3版 に お け る()付 きの 命 名 。

8.AnIntroductiontotheLatintongue,1758,conjugationofVERBSACTIVE(p.19),

Englishlinguistics,1500-1800,acollectionoffacsimilereprintsno.255Menston

,Yorks.ScolarPress,X970.

9.ネ ブ リハ と ア ル バ レス の 文 典 は次 の もの を 参 照 した 。

ネ ブ リ ハNebrija,Antoniode.Introducioneslatinascontrapuestoelromanceallain(c.

1488},MunguelAngelEsperza&VincenteCalvo(ed.}.-Munster:Nodus-Publ.,1996.

ア ル バ レスAlvarez,Emmanuel,EmmanuelisAlvariesocietatelesu,ClassicaJaponica.

Section5:LinguisticsII-1,天 理 大 学 附 属 天 理 図 書 館,1974)

10.『 言 語 学 大 辞 典 』(1992,三 省 堂)の 「ラ テ ン語 」 の 項 目 に は 「規 則 動 詞 は,現 在 幹 に

よ っ て,4種 類 に分 け られ る 」(Vol.4,P.676左)と あ る 。 そ の 他 の ラ テ ン語 の 教 科 書 を

見 て も,現 在 に至 る まで,ラ テ ン語 の基 本 的枠 組 み で あ る 。

11.「 第 一 種 活 用 」 等 の 用 語 は 『ロ ドリゲ ス 日本 大 文 典 』(土 井 忠 生 訳,1955,三 省 堂)に

よ る 。()内 の 「下 二 段 」 等 は現 行 一 般 の 名 称 と して 金 子 が 付 け た 。

12.土 井 忠 生 の 訳 本PP.28-30を ま とめ る と以 上 の よ う に な る 。

13.例 え ば,「 咲 く」 の 見 出 し提 示 は,次 の よ う に な っ て い て,子 音 を含 む音 節 を語 尾 と し

て 掲 示 して い る。

1版SAKI,-ku,-ita2版SAKI,-ku,-ita3版SAKI,-KU

l4.こ の 他 に ギ リ シ ャ語 の 品 詞 論 を考 慮 す べ きで あ るが,い まそ の 用 意 が な い 。 トラ ー ク

スThraxの も の は,Robins,R.H.のDiversionsofBloomsbury(1970,Amsterdam,

p.198)に よれ ば 次 の よ う で あ る 。

nounverbparticiplearticlepronounprepositionadverbconjunction

(名 詞 動 詞 分 詞 冠 詞 代 名 詞 前 置 詞 副 詞 接 続 詞)

15.各 書 の 参 照 本 は,次 の 通 り。

SamuelJohnson:ADictionaryoftheEnglishLanguage(1755)(1968年 復 刻 版)

Webster:AnAmericandictionaryoftheEnglishlanguage(1828)(1976年 講 談 社 に よ る

復 刻 版)

Lowth,Robert:AshortIntroductiontoEnglishGrammar.英 語 文 献 復 刻 シ リー一ズ 第

13巻,南 雲 堂1968(1769年 版)

Priestley,Joseph:TheRudiments・fEnglishGrammar.英 語 文 献 復 刻 シ リ ー ズ 第14

巻1971(1761年 刊)

Murray,Lindley:Englishgrammar,adaptedtotheDifferentClassesofLearners.英 語

文 献 復 刻 シ リ ー ズ 第19巻,南 雲 堂1971(1806年 版)
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16.ヘ ボ ンの当 時,「 形容 詞 ・代 名詞 」 の提 示 順 が一 般 的 で あ っ たか とい う と,そ う も言

えない 。例 えば,慶 慮 義 塾読 本 『ビネ ヲ氏 原板 英 文典』(明 治3年,尚 古 堂発 党)で は,

nounpronounadjectiveverb_と い う順 にな って い る。

17.英 語 史 にお け るマ レーの評価 は,定 まっ た もの と言 って いい 。渡 辺昇 一1971『 英 語 学

史』(英 語 学大 系13)大 修 館 の455ペ ー ジ以 降 の記述 や林哲 朗 ・安 藤 貞雄 『英語 学 の歴 史』

(英語 学 入 門講座3)英 潮 社 の90ペ ー ジ以 降 の記 述 を参 照。
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